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4 .  K値を用いることによって，基材温度によらずスプラットの付着強度を
統一的に評価できることがわかった．また， K値は接触角の低下に伴っ
て上昇することもわかった．  
以上のことから，緻密な皮膜を形成するには，適切な運動エネルギのもとで小さ
な粒径を持つ粉末を高温基材上に衝突させ，堆積させることが必要であることが
わかった．  
